
記述回答のまとめ　　　　　　　　　　　　　　　◎＝30以上　　　○＝10以上　　　△＝1〜9　　　*複数回答可
補足
・質問は全て昨年と同じであるため、自由記述内容の分類も同様とし、比較できるようにした。
・記載者の意図が伝わるように、できるだけ本文の内容をそのまま掲載した。
・昨年度と同じ内容のものは数字に丸印、新しい意見は数字のみで分類した。

問17　　秋田県は「スポーツ立県あきた」を宣言し、「スポーツを秋田の活力と発展のシンボルに」を
　　　　  キャッチフレーズにして、様々な施策を推進しております。
　　　　　それらについてご意見をお聞かせください。 【記述者数977名】

 （273名）

◎指導者について 54名
①　指導者の確保。経験のない親などが指導しなくてはならない様な状況だと思う。
②　ボランティアで指導者にお願いしているところが疑問です。それぞれにスポーツのプロにお願いしているのであれ

ば謝金等をしっかり支払うべき。
③　長期で指導する指導者が必要である。子供のスポ少卒業と同時に辞める指導者が多い。指導者の資質向上の必

要性を感じる。
４　 指導者の確保が難しいので指導者に対するサポート制度などがあれば良いと思う。
５　 指導者の育成にも力を入れるべきである。
６　 学力ナンバーワンといわれる秋田県だからこその頭脳を使ったプレーができるような支援。（座学だけでないことの

証明)

◎過熱化について 38名
①　コーチの都合で夜の練習になる日があるのは仕方の無いことだが、小学生が夜まで練習する必要があるのだろう

か。
②　全体的に無理をさせている感がある。もっと基本動作を徹底的に指導した方が良い。
③　休みが少なすぎる。むしろ、やり過ぎと思う。（中学にも同一意見あり）
④　「勝ち」にこだわり過ぎるところがある。小学生あたりの時はスポーツを好きになってくれる程度で良いのではない

かと思う。

◎少子化について 42名
①　少子化で団員の数が足りなく、合併している少年団が増えています。合併の際、話し合いがうまくいかない場合が

あるので合併の手引きのようなものがあればいいと思います。
２　 少子化が進み、学校だけでのチーム作りができない可能性も出てきている。地域としては地元の学校のチームとし

て頑張ってもらいたい。
３ 　少子化の為、スポーツの数に対して人数が追いついていない。子供たちが楽しくスポーツができるように厳しい規

制はなくしてほしい。

○保護者について 14名
①　 親の負担が多く、特に働いていて同行できない親がいると子供が入団したくてもできない子が多い。
②　人口減少の中で市町村単位での活動は難しい。親の協力も大きくなってきており、親にとっては負担になってい

る。子供がやりたくてもやめざるを得ない現状がある。

○底辺拡充 11名
１　 小さい頃からスポーツに携わることで、県全体のスポーツに対する意識やレベルの底上げができると思う。
２ 専門性の高いコーチがおり選手が育ちやすい環境であるものの、底辺の拡大にはつながっていないようなので、あ

る程度学校とも協力しながらどのスポーツでも底辺拡大が急務と考える。

○情報について 11名
①　小さい頃からスポーツに関わることでもっとたくさんのいろいろなスポーツをしたいという意欲が湧くと思う。親世代

にもアピールするには大々的にメディアを活用し、運動がこんなに楽しいんだと感じてもらうようにしていくと良いの
ではないか。

２　 秋田全体のスポーツのレベルが高まり、将来活躍する選手が出ることを期待している。
３　 スポーツ立県とあるが、ビジョンが不明確である。競技ごとの詳しい内容が分かるようにしてほしい。

○機会・環境について 11名
①　運動をしたことのない子供たちに向けてのアプローチをもっとしていった方が良いと思います。（運動が好きで習慣

になるように）
２　 幼少期から多くのスポーツが体験できる環境を充実させて、数多い未来のスポーツ選手を育成してほしい。

ア　　スポーツ少年団活動について
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３ 　地域によってスポーツ少年団の数、規模が異なるため中学校からの部活の大会に大きな影響が出ている。
４　 複数のスポーツを掛け持ちすることができないと聞いている。子供たちの可能性と才能を開花させる機会や環境を

充実させてほしいと思う。

○活発な活動について 10名
①　みんなで楽しくできる。スポーツを通して全員の輪を作れるようになる。スポーツを通して礼儀正しさを学ぶ。
２　 子供２人が野球をしています。家族も夢中で、下の子も１日中外遊びをしており、心も体も健康的だと思います。

◎要望・提案 69名
１ 　スポ少単位だけではなく、中学・高校・社会人・地域と連携していけるような幅広い活動を推進してほしい。
２　 我々祖父母世代が、スポ少の手伝いをできるような環境作りを求む。経験と時間を使わせてほしい。

○スポ少化について 13名
１　 スポ少化のため、学校、先生が携わっておらず、スポーツをする児童数が減少している。
２　 スポ少で体づくりに加えて、仲間と協力すること、上下関係もしっかり学べる良い機会だと思います。

 （106名）

◎指導者・指導について 43名
①　専門外の顧問の競技に対する勉強不足。子供たちへの対応の無責任さが目立つように感じる。
②　教師だけが部活動を運営するのはとても大変。やることが多く、「スポーツ」として見たときに十分な指導は難しい。

外部コーチや専門家との連携をより深く。
３　 地元に大学がある場合、経験者（大学生）に中学校へ通ってもらい指導してもらうことも１つの案だと思う。
４　 中学校の部活で先生等の指導があまり積極的でないので不安を感じる。

○少子化について 17名
①　中学校に限らないが少子化による人数の不足等により、学校単位での部活動が難しくなっていると聞いてます。限

られたスポーツだけしかできない環境を可能な範囲で門戸を広げてあげることができれば良いと思います。
２　 男鹿市内の各中学校では、年々部活が廃部になっていっていると聞いている。少子化に伴う生徒数の減少、それ

に伴う教職員の削減。今の世の中の状況から部活の定義を改めなければどんどんずれていくと思います。 子供
の目線で何が一番いいか考え出す時期にきているのではないだろうか。

△保護者について 3名
①　体力作りと言いながら家族が学校の門まで送迎しているのを目にする度になんかむなしくなります。

○活動環境・活動実績について 27名
①　優秀な選手の他県進学について秋田県内でがんばれる環境の整備。
２　 県強化指定選手に対する年間を通じた育成は大変素晴らしいと思う。
３　 練習時間が長すぎると思う。週に最低でも１回は休日を作ること。
４　 高校での運動部加入者が減ってきているように思います。中学校の部活動の時から高校との連携ができていれば

高校運動部の衰退化が防げるのかもしれない。

○その他 16名
１ サッカーや野球の優れた人材がクラブチームに流れ、部活動に属する人数が減少しているのではないか。また、厳

しい部活は敬遠して文化部に入り、運動しない子が増えているのではないか。
２ 　今後の秋田を担うであろうという視点からすると、中学・高校の部活動を盛り上げるような施策（さまざまな強化対

策、練習会、講習会など）をもっと計画してほしいと思います。

 （66名）

○指導者・指導について 14名
①　指導者講習会に頻繁に参加してもらい指導力を高めてもらいたい。
２　 有名な指導者を秋田に招き入れ、高校時代からプロになるための専門的な指導を行うと良いのでは。
３　 全体的に指導者不足を感じる。一貫指導がなされていない。

○活動環境・施設について 11名
①　秋田県は「スポーツ立県あきた」を宣言しているにも関わらず、開校した高校にプール施設を設備しないなど方針

と逆行したことを行っている。

イ　　中学校の部活動について

ウ　　高校の部活動について
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２　 中学生で頑張ったスポーツを高校では続けられない現実もある。学力を維持することも大切なのも分かるが高校
スポーツがもっと県の援助を受けて、資金面での支えをもらえるような立県になるといいと思う。

３　 球技の衰退が目立つ。昔は全国レベルだった種目が今は低迷している。ここの底上げをしないとプロスポーツにも
繋がらない。

△情報について 7名
１ 　サッカー、バレーの試合等はTV放映があるがバスケットがないのは残念。放映してほしい！
２　 高校の部活動について、詳しく情報を取り入れたいです。

○強化支援について 22名
①　全日本レベルで活躍できる選手をもう少し育成できるようなシステムはないか。
②　学生時期スポーツで活躍しても就職で県外に出て行く人が多いので、秋田の為にという若者が働ける場が増える

といいと思う。（大学にも同一意見あり）
３　 高校強化拠点校として県の多大なるご支援を頂き、息子も部活動に励んでおりますが、大学までその競技を全力

で続けた場合、卒業後の就職が心配です。「スポーツを秋田の活力と発展」に繋げる為にも是非競技者の就職に
もご支援いただければと思います。

４　 秋田からオリンピック選手を出すための積極的な選手サポートをお願いします。

○その他 12名
①　学校でバスを持ってもらいたい。無送迎だったり、他はバスだったりと部活によって違うので不公平であり、安全面

からもしっかりとした取組をしてもらいたい。
２　 高校のスポーツに親が出しゃばりすぎているのでは？高校生なんだから自分たちでやってほしい。

 （5名）

△活動の強化・支援について 5名
１　 実力があるのに忙しくて時間やお金がなくスポーツができない子が多いから援助してあげてほしい。
２ 　各ジャンルで全国レベルで活躍している選手が多い中、大学が秋田に少ないがために、大学が全国レベルで戦っ

ていない環境がもったいないと感じます。プロチームもあるのでそこに一番近い大学生がなんらかの形で携われれ
ばいいなと思います。

 （133名）

◎スポーツの機会拡充・環境について 76名
①　若者の集まる場としてもっとスポーツができる環境やイベントなどを整備してほしい。（気軽に誰でも参加できます

よというふうな）
②　施設が少ない。練習場の確保ができない。
③　主婦、子供がいる人でもスポーツを楽しめるようになってほしい。
④　気軽に始められるようなスポーツを対象にして紹介してもらえたら、スポーツを始めるきっかけになるかもしれない

と思います。
⑤　市町村によってスポーツができる施設数、規模等とても差があるので、社会人のスポーツは特に場所等でやりたく

ても制限が出てきます。
６　 週２回、仕事を終えてからミニテニスをしています。年に1回の保険料と年会費がかかるだけで楽しく過ごせていま

す。体育館も無料で使えるのでお金をかけずにスポーツを楽しむことができありがたく思います。市町村などで賞
品代など、補助金があり、大会や交流会など開催できればいいと思います。

７　 若い方へのスポーツ環境が後回しのように感じます。特に平日夜や休日に体育施設をもっと利用しやすくできない
でしょうか。

８　 子供〜壮年〜中年〜高齢者と、健康維持のためのスポーツの重要性を県民へ広く普及し、スポーツに親しめる環
境を整えることで健康寿命を伸ばす工夫に繋げてほしい。

９　 町民バドミントン大会は参加する人数も多く活気のある大会なのでこれからも続けてほしい。

○情報について 20名
①　社会人を対象としたスポーツクラブやイベント等の情報が少なく、興味があっても始めるきっかけが少ないように感

じる。
２ 　若年層を中心に県内のスポーツチーム加入をうながすPRが必要。WEB等で誰でも気軽に体験、加入できるシステ

ムづくりを行ってみてはどうか？
３　 地域の社会人スポーツのグループ等、どんなスポーツの組織があるか知りたい。
４　 色々なスポーツのチームの会員募集などをネットや広告等でもう少し宣伝してほしい。

エ　　大学生のスポーツについて

オ　　社会人のスポーツについて
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５　 「スポーツを秋田の活力と発展のシンボルに」をキャッチフレーズとありましたが知りませんでした。インターネットで
調べるなどしたら情報があると思いますが、地区単位などで紙で発信してもらえたら嬉しいです。

６ 　「スポーツ立県あきた」について詳しく知りませんでした。これを機に知ることができました。

○労働環境について 12名
１　 若者の長時間労働、休日出勤を削減しないとスポーツする若者は増えない。
２　 社会人野球やバスケット、バドミントンなど企業上げて頑張っていることは素晴らしいと思う。
３　 労働環境が改善されなければ運動する時間も体力もない。
４　 スポーツ有給休暇や賞金のようなものを選べるものがあると頑張れるのかなぁと。

○その他 25名
１ 　いろいろなスポーツの指導者を育成し、資格取得のための負担料を県で負担してくれるようになればスポーツがも

っと身近になるのではないか。
２ 　国体関係に対する補助金、強化費についての後押しをもっとお願い致します。

 （124名）

◎スポーツの機会拡充・設備について 104名
①　長寿社会となり健康で過ごしたいと思い、グラウンドゴルフを始めました。コミュニケーションもあり近くに会場もあり

楽しんでいます。
②　１人でも多くの高齢者が定期的にスポーツをすることにより、健康寿命を延ばせたらいいですね。医療費の抑制に

も繋がると思います。
３　 ますます、高齢者が増える中、高齢者がスポーツに接する機会を増やして、健康寿命を伸ばしていただきたい。
４　 秋田市近郊にグラウンドゴルフの施設がほしい。屋内に（防雪程度で良い）にグラウンドゴルフ場を作ってほしい。
５ 　秋田市総合振興公社主催のビニールバレーボール大会いきいきフェスティバルに参加しましたが、参加費無料、

昼食付き、野菜等の賞品付きで皆さん本当に楽しんでました。このような70代80代になっても生涯スポーツとして
楽しめる大会の機会を多く設けてほしいと感じました。

６ 　私は老人ホームに勤めています。寝たきりの老人を作らないように車イスのままでも運動ができる、そんなスポー
ツを広げてもらいたいです。

７　 ニュースポーツをするにも用具を準備するのに費用がかかりすぎるのが悩みである。
８　 地域小学校のグラウンド、体育館の開放と整備をお願いします。

○地域・行政との連携について 13名
①　高齢者率の高い県なので今以上に様々なスポーツを提案＆推進していただきたいです。（冬期間も実施できる施

設も含めて）
２　 今年９月開催のねんりんピック秋田へ運営ボランティアとして参加したいと思います。
３ 　小さなことだが北秋田市の公営の体育館は自動販売機も休むところも２階なので高齢者にとっては２階まで行くの

は少し億劫に思う。１階に冷却水機等を設置したり、ささいなことでもとても助かるので是非改善してほしい。
４　 健康で長寿できる社会のため、行政支援を積極的に推進してほしい。

△情報について 7名
１　 簡単なルールで誰でも楽しめるニュースポーツ等の紹介。
２　 スポーツ行事のある日時を詳しく新聞などで知りたいです。
３　 交流が少ない、情報不足。
４　 こんなスポーツをこんな場所で行っていることの情報を知りたい。

 （22名）

○活動の支援 15名
①　障害者スポーツは一般の人がやっても楽しいスポーツだと思いました。何かの機会に一緒にやれたらよいのでは

と思いました。
２　 障害者の方も気軽にできる「ゆるスポーツ（協会もあり）」を開催してほしい。
３ 　もっと障害者がスポーツなどにふれ、たくさんの人と関わることができたら世界が広がっていくのではないか。家の

中にこもってしまう方々が多いので、障害者スポーツを知ってほしいと思う。
４　 障害者がスポーツを通して社会参加するのは素晴らしいことと思う。大会等の機会を多くしてもらいたい。
５ 　秋田市内に最近放課後等デイサービスの事業所が多くありますが、そこのスタッフ（職員）や利用児の団体戦や交

流できるスポーツ等の企画があればいいですね。

カ　　高齢者のスポーツについて

キ　　障害者のスポーツについて

（25）



△地域・行政との連携について 7名
①　どのようなことをやっているのか分からないのでもっと宣伝広告をした方がいいと思います。
②　他のスポーツより知られていないような気がする。
３ 　スポーツ立県とうたいながら内容的には貧しく感じる。
４ 　参加者の減少、市町村の行政の係不足。

 （248名）

◎興行の誘致について 92名
①　県内の地方都市でももっとプロスポーツの開催をしてほしい。
②　様々な競技の試合をもっと秋田にいて間近で観戦できると、子供たちも様々な競技にふれ合い興味を持つことが

できると思います。
③　秋田では見る機会が少ないため、子供たちが高いレベルを意識しにくい。もっと身近にプロスポーツを見せたい。
４ 　プロ野球の試合を土日に開催してほしい。平日だと見に行きたいが、学校がある子供たちは少し難しいと思う。
５ 　以前ＢＪリーグのアルバイトをしておりました。公共交通機関の利用を推奨しておりましたが、便数も少なく不便に

感じました。
６ 　アマチュアとプロが交流戦のようなイベントでスポーツを盛り上げる企画があれば良いと思います。

◎今後の期待について 53名
①　秋田県のスポーツチームだと親近感が湧いて応援しがいがあるので各チームに頑張ってもらいたい。秋田を盛り

上げる要素になるので「活力と発展」に繋がると思う。
２ 　最近のニュースなどでブラウブリッツやハピネッツなどよく目にするようになりました。秋田県として施策の一部だっ

たことを初めて知りましたが、その施策としてこのようなプロスポーツが県内外で活躍しているのを見ると嬉しく、応
援したいと思いました。

３ 　ハピネッツやブラウブリッツなど、プロスポーツで秋田全体が盛り上がってきていると思います。これからの活躍も
楽しみです。

◎施設整備について 65名
①　県内でもバスケットやサッカー、ラグビーなどのプロスポーツが盛んになってきているが、施設の整備が遅れてい

ると思う。施設整備に力を注いでもらいたい。
２ 　ブラウブリッツ秋田がJ3からJ２、J1に上がる為に規定に合うスタジアムの建設をしてほしい。スポーツ立県あきた

を宣言しているのであればプロのクラブをもっと有名にする為にスタジアム建設等進めていってほしい。
３ 　もう少し大規模な施設を建設して県外からも集客し、スポーツ以外にも使えるようにしてほしい。（音楽ライブとか）
４ 　スポーツ立県あきたを宣言したのに、スタジアム等は建設しない。矛盾しているのでは？
５ 　サッカーやバスケット競技施設及び観戦施設を拡充・新設し、県のスポーツを全国レベルにアップしてもらいたい。

◎行政・企業の支援について 31名
①　ハピネッツ、ブラウブリッツには県のＰＲのためにも活躍してほしいので、県からのサポートを今後もお願いします。
②　近年バスケットとサッカーの活躍が目立ち、県全体でサポートして、盛り上げている印象を受ける。それにより県全

体が活気づいているように思うので、引き続きより一層支援していくべきだと思う。
３ 　他県に比べ、施設が足りない。県内で高校まで頑張った選手が自県に残る支援体制がない。スポーツ立県の言葉

だけが踊っており、ビジョンの徹底力が見えない。
４ 　企業スポーツ及びプロスポーツについて、秋田からオリンピックに出場する選手の育成を積極的に行ってほしい。

△広報について 7名
１ 　なかなか見に行かれないのでTV中継を増やしてほしい。
２ 　一部のプロスポーツだけを特に取り上げているように思う。プロ選手は他のスポーツにもいるので幅広く取り上げ

てくれないか。
３ 　ホームゲーム時は他県の人が秋田を知る絶好の機会だと思うので、チームと県がうまく連携してＰＲに力を入れて

もらいたい。

ク　　プロスポーツについて

（26）


